
提

出

者

近

藤

昭

一

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

五

五

号

東
濃
「
超
深
地
層
研
究
所
」
の
建
設
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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東
濃
「
超
深
地
層
研
究
所
」
の
建
設
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
超
深
地
層
研
究
所
」
の
建
設
に
関
連
し
て
、
地
元
の
建
設
推
進
派
の
住
民
に
対
す
る
説
明
会
で
缶
ビ
ー
ル
や
弁
当
な
ど
が

出
さ
れ
た
り
、
中
華
料
理
店
を
会
場
に
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い
た
と
の
報
道
が
あ
る
。
高
レ
ベ
ル
核
廃
棄
物
の
地
層
処
分
を
研

究
す
る
施
設
の
建
設
に
協
力
的
な
住
民
を
抱
き
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
り
、
そ
う
い
っ

た
目
的
の
た
め
に
公
費
が
使
わ
れ
た
と
す
れ
ば
非
常
に
問
題
が
大
き
い
。
従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

東
濃
「
超
深
地
層
研
究
所
」
の
建
設
推
進
派
住
民
へ
の
説
明
会
に
お
い
て
「
缶
ビ
ー
ル
や
弁
当
を
出
し
、
年
に
数
回
は
中

華
料
理
店
を
会
場
に
説
明
会
を
行
っ
た
」
と
一
〇
月
一
日
付
読
売
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
事
実
か
ど
う
か

説
明
を
求
め
る
。

�

上
記
の
よ
う
な
対
応
に
比
べ
、
東
濃
「
超
深
地
層
研
究
所
」
の
建
設
反
対
派
住
民
と
の
意
見
交
換
会
で
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
の
か
。

同
紙
に
よ
る
と
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
の
大
沢
副
所
長
は
「
推
進
、
反
対
で
差
を
付
け
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
推
進
、
反
対
の
双
方
に
ど
の
よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
比
較
し
て
説

明
頂
き
た
い
。

一



�

超
深
地
層
研
究
所
は
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
超
深
度
地
下
に
埋
設
・
保
管
す
る
地
層
処
分
を
研
究
す
る
施
設
で
あ
る

と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
研
究
施
設
」
が
将
来
的
に
「
処
分
場
」
に
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

�

東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
は
「
東
濃
地
域
が
処
分
場
に
な
ら
な
い
理
由
」
と
い
う
資
料
で
「
国
は
処
分
地
に
な
ら
な
い
こ
と

を
確
約
」
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
「
地
元
が
処
分
場
を
受
け
入
れ
る
意
思
が
な
い
こ
と
を
表
明
さ
れ

て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
」
と
い
う
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
条
件
付
き
で
処
分
場
に
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
の
説
明

資
料
の
「
確
約
」
と
は
言
え
ず
、
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
は
誤
っ
た
説
明
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
「
研
究
施
設
」
が
「
処
分
場
」
に
な
ら
な
い
と
言
い
切
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
条
件
は
不
要
と
考
え
る

が
、
政
府
は
ど
う
考
え
る
か
。

�

地
層
処
分
は
、
廃
棄
物
を
地
下
数
百
メ
ー
ト
ル
の
岩
盤
内
に
埋
設
す
る
も
の
だ
が
、
放
射
能
が
安
全
な
レ
ベ
ル
に
下
が
る

ま
で
数
万
か
ら
十
万
年
を
要
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
我
が
国
に
お
い
て
今
後
十
万
年
に
地
震
が
起
き
な
い
場
所
を
予
測
す
る
の
は
不
可
能
で
、
特
に
東
濃
地
方
が
断

二



層
帯
の
延
長
線
上
に
あ
り
地
震
が
繰
り
返
し
お
き
れ
ば
岩
盤
に
割
れ
目
が
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
地
質
安
定
性
か
ら
同
地
方
が
処

分
地
に
不
適
切
で
あ
る
と
指
摘
す
る
専
門
家
も
い
る
。

こ
う
い
っ
た
意
見
に
対
し
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

�

我
が
国
で
は
、
高
レ
ベ
ル
の
放
射
性
廃
棄
物
を
地
下
に
埋
設
処
分
す
る
方
向
で
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
水
に
溶
け
な
い

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
地
下
で
の
移
動
度
が
低
い
こ
と
も
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

し
か
し
、
米
国
立
ロ
ー
レ
ン
ズ
・
リ
バ
モ
ア
研
究
所
の
ア
ニ
ー
・
カ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
博
士
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
発
表
し
た
論

文
に
よ
る
と
、
ネ
バ
ダ
州
の
地
下
核
実
験
の
穴
か
ら
一
・
三
㎞
離
れ
た
井
戸
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
地
下
水
中
に
自
然
に
で
き
る
粘
土
な
ど
の
浮
遊
粒
子
の
表
面
に
付
着
し
て
運
ば
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
真
実
で
あ
る
と
す
る
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
地
下
で
の
移
動
度
は
水
溶
性
か
否
か
に
関
係
な
く
非
常
に

高
い
と
い
え
る
。

仮
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
地
下
に
漏
れ
出
す
と
、
そ
の
汚
染
は
非
常
に
広
範
囲
に
広
が
る
可
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
る
が
、

政
府
は
こ
の
よ
う
な
危
険
の
あ
る
処
分
方
法
を
採
用
す
る
予
定
な
の
か
。

�

核
燃
法
第
二
四
条
三
項
に
、
「
業
務
を
妨
げ
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
」
「
施
設
及
び
設
備
を
原
子
力
の
開
発
及
び
こ
れ
に

三



関
連
す
る
業
務
を
行
う
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
規
定
に
よ
り
超
深
地
層
研
究
所
は
原

子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
よ
い
か
。

�

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
が
使
用
す
る
と
し
た
ら
、
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
と
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
の
共

同
利
用
か
、
あ
る
い
は
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
か
ら
委
託
を
受
け
た
業
者
が
利
用
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
か
。

�

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
や
そ
こ
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
業
者
が
利
用
す
る
に
し
ろ
、
超
深
地
層
研
究
所
の
位
置
づ
け

が
曖
昧
に
な
る
。
処
分
場
へ
の
歯
止
め
の
法
的
な
措
置
は
何
か
。

��

動
燃
が
地
質
構
造
区
と
岩
石
の
種
類
を
特
定
し
て
業
者
に
採
取
を
委
託
し
た
西
南
、
中
部
日
本
内
帯
、
東
北
日
本
中
・
古

生
代
、
東
北
日
本
グ
リ
ー
ン
タ
フ
地
域
な
ど
の
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
が
東
濃
に
保
管
さ
れ
て
い
る
（
採
取
地
、
採
取
年
月
日
、

費
用
等
を
一
九
九
九
年
二
月
に
情
報
公
開
請
求
、
未
公
開
）
。

ま
た
動
燃
が
処
分
事
業
の
実
施
主
体
と
さ
れ
て
い
た
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
頃
、
業
者
に
委
託
し
て
全
国
二
五
カ
所

の
極
秘
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り
動
燃
は
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
地
層
処
分
技
術
開
発
成
果
報
告－

可
能

性
あ
る
地
層
の
総
合
評
価－

」
（
一
九
八
四
年
三
月
）
を
原
子
力
委
員
会
に
提
出
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
同
委
員
会
は
「
有

効
な
地
層
の
選
定
は
終
了
」
と
し
た
。

四



こ
れ
ら
の
資
料
は
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
が
処
分
場
を
検
討
す
る
際
の
文
献
調
査
の
資
料
と
し
て
提
供
さ
れ
る
の

か
。

��

動
燃
が
地
質
構
造
区
と
岩
種
を
指
定
し
て
業
者
に
委
託
採
取
さ
せ
た
西
南
・
中
部
日
本
内
帯
、
東
北
日
本
・
古
生
代
、
東

北
日
本
グ
リ
ー
ン
タ
フ
地
域
な
ど
の
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
が
東
濃
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
あ
る
市
民
団
体
が
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
に
対
し
て
、
採
取
地
、
採
取
年
月
日
、
費
用
等
を
一
九
九
九
年
二
月
に
情
報
公
開
請
求
し
て
い
る

が
未
だ
に
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
動
燃
が
処
分
事
業
の
実
施
主
体
と
さ
れ
て
い
た
一
九
七
九
年
頃
、
業
者
に
委
託
し
て
全
国
二
五
カ
所
の
極
秘
調
査

を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り
動
燃
は
原
子
力
委
員
会
に
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
地
層
処
分
技
術
開
発
成
果
報
告－

可
能
性
あ
る
地
層
の
総
合
評
価－

」
（
一
九
八
四
年
三
月
）
を
提
出
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
原
子
力
委
員
会
は
「
有
効
な

地
層
の
選
定
は
終
了
」
と
し
た
。
同
報
告
書
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
調
査
の
う
ち
、
幌
延
に
お
け
る
調
査
に
関
す
る
資
料
は

情
報
公
開
請
求
に
よ
っ
て
一
九
九
九
年
八
月
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
岩
手
、
島
根
に
お
け
る
調
査
の
資
料
の
公
開
を
、
市
民
団
体
が
一
九
九
九
年
八
月
に
請
求
し
て
い
る
が
一
年
以
上

経
っ
て
も
公
開
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
の
情
報
公
開
を
ど
う
考
え
る
か
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開

五



発
機
構
の
も
つ
資
料
を
国
の
情
報
公
開
法
の
対
象
に
す
る
検
討
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

��

概
要
調
査
地
区
等
は
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
が
選
定
す
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
処
分
地
に
要
求
さ
れ
る
環
境
要
件
、

安
全
審
査
基
本
指
針
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
超
深
地
層
研
究
所
を
含
む
岐
阜
県
東
濃
地
域
は
、
処
分
地
と
し
て
適
地
で
あ
る

か
、
不
適
地
で
あ
る
か
。

��

岐
阜
県
ま
た
は
瑞
浪
市
は
電
源
立
地
等
初
期
対
策
交
付
金
の
対
象
と
な
る
地
域
か
。
な
ら
な
い
と
し
た
ら
そ
の
理
由
は
何

か
。

右
質
問
す
る
。

六


